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●梁継手 
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継手は、精算によらない場合、曲げモーメントをフランジ部分で、せん断力をウェブ部分で負担するも

のとして設計して良いが、ここではウェブ部分も曲げモーメントを負担するとして設計する。 

 
1)許容応力度設計 

a)設計荷重 

 設計荷重は、母材有効断面の耐力とする。 
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 （ nf=nw+2 であるため、 フ ラ ンジのみの孔欠損を考慮する）  
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 この設計荷重は、継手部の存在応力を上回っている。 

 
b)高力ボルト本数の検定 

 F10T(10TSUS)-M20 
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  ウェブ部 
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c)スプライスプレートの検定 

  フランジ部（外側：PL-12×200×410、内側：PL-16×80×410） 
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  ウェブ部（PL-12×170×440） 

 せん断力について 
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 曲げモーメントについて 
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2)保有耐力接合（3.6.1 接合部に対する要求性能） 
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    （3.6.4 ボルトまたは高力ボルト１本当りの最大耐力） 

a)曲げモーメントに対する検討 
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 高力ボルトの最大せん断耐力fPsu
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 添板の孔欠損部における最大引張耐力fPtu
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 ウェブの最大中抜け耐力fPtsu1
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b)せん断力に対する検討 

 高力ボルトの最大せん断耐力fQsu
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 ウェブまたは添板の孔欠損部における最大せん断耐力fQtu
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